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あらまし  近年、情報技術の発達とともに、デジタルコンテンツが急速に増加している。こうした中で、莫大なデジタルコン

テンツをどのように有効的に活用するかが大きな問題となっている。これまでにも、コンテンツ管理に関して多くの研究が行わ

れてきたが、従来の管理方法では、ユーザが情報要求を有することを前提に、情報要求を満足するコンテンツを発見することを

目的としている。コンテンツが洞察力を持ち、ユーザの明示的な要求がない場合でもユーザの興味を喚起するような提示方法が

有効である。本論文では、デジタル写真を対象とし、上記のアプローチに基づいた Insightful Photo システムを提案する。本シス

テムでは、写真の撮影状況をふまえてユーザの興味を引くスライドショーを自動的に構成する。 
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Abstract  Nowadays the number of digital contents is rapidly increasing with the development of information technology. 
One of the most difficult problems is how to utilize large amount of digital content effectively. Up to now, many researches for 
managing digital content have been proposed. In the conventional approaches, it is supposed that a user has a information 
requirement and a system aims to find out digital content objects which satisfy it. Recently environments, digital content 
objects are displayed as parts of daily life. In such an environment, it will be effective that digital content objects have insight 
and are presented for attracting users. In this paper, we introduces the insightful photograph system, which compose 
automatically attractive slideshow programs based on contents of digital photographs. 
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1. はじめに  
近年、我々の周りにはデジタルコンテンツが急速に

増加している。コンテンツの種類はテキスト、動画、

音楽など様々であるが、中でも代表例として写真があ

る。デジタルカメラやカメラ付き携帯電話等の普及に

より、日常的に写真を撮影することが一般的になった。

一般世帯におけるデジタルカメラの普及率は、2002 年

3 月の 25％であったが 2008 年 3 月には 65％にまで増

加している[1]。デジタルカメラは、フィルムカメラと

比べ、ランニングコストが低く操作も容易である。デ

ジタルカメラの所有者は従来とは比較にならない程、

大量の写真を撮影している。また、従来のフィルム写

真では、撮影した後に現像してアルバムとして整理す

るのが一般的な利用方法であったが、デジタル写真で

は、ブログに用いる等、従来とは異なる利用目的に使

われている。写真に興味のなかった人々も多く利用す

るようになった。様々な立場の人々が日常的に写真を

撮影するようになり、毎日、莫大な数の新たな写真が

誕生している。 

 写真コンテンツが急増するなかで、個人が莫大な数

の写真を管理しなければならないことが問題となって

いる。莫大なコンテンツの有効活用を目的として、コ

ンテンツ管理に関する様々なる研究が行われてきた。 

 従来のコンテンツ管理の代表的な手法は、検索、ブ
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示される。図

係性から、ユ

できる。意味

ドショーの構

端末

案手

要と

目的

ワー

ク自

抽出

には

て決

ど人

ヒッ

より

て利

める。

操作

提案

るこ

いる

提案

ツに

ンツ

に提

せ、

タル

する。

スラ

例え

りの

同じ

る。

る祭

じ福

図３

ユー

味内

構成



 
 
 

 

容

の

ーザ

ば、

スの

ン

「北

が有

表示

無

真

ら適

構

テ

ンテ

「九

いて

阪天

「大

に

よ

合、

この

ユー

（図

 本

に配

タ

に基づいて写

関係と、２枚

ザにとって違

、観光用のバ

の有名な「ロ

ドン」からオ

北京」の写真

有名であるか

示する。この

関係に思える

を様々な視点

適切なスライ

構成されるス

ンツの増加に

テンツ内で、

九州国立博物

ての関連性が

天満宮」の写

大阪天満宮」

関連する関係

り「菅原道真

、「菅原道真

のように、対

ーザの嗜好に

図４）。 

本手法は、ユ

配置された意

グを用いた W

写真を直列化

枚目と３枚目

違和感が生ま

バスである「

ロンドン」の写

オリンピック

真を表示する

から、中華料

のように、一

る写真同士の

点から関係づ

イドショーを

スライドショ

により変化す

「大宰府天満

物館」という

が存在すると

写真が追加さ

―「湯島天

係を考えられ

真」について

」に関するス

象となるコン

に合うスライ

ユーザが撮影

意味情報を表

Web 検索を行

化する場合、

目の関係が異

まれないこと

「はとバス」

写真を表示す

クを共通のキ

る。次に、北

料理の店「平

一見、地理的

の様々な関係

づけることが

を構成する。

ーは、ユー

する。たとえ

満宮」―「吉

うように「九

とする。このと

れると、「大

天満宮」とい

れる。ここで

て写真同士の

スライドショ

ンテンツ集合

イドショーの

影した写真に

表すタグを割

行い写真の関

 

１枚目と２枚

なっていても

が多い。たと

の写真から、

する。さらに

ーワードとし

京では中華料

和楼」の写真

にも時間的に

性から新たな

でき、その中

 

ザの活動やコ

ば、所有する

吉野ヶ里遺跡」

州の歴史」に

とき、新たに

大宰府天満宮

う「菅原道真

、「九州の歴

関係性が高い

ョーを構成す

合の変化によ

構成も変化す

対して、空間

り当てた上で

連性を調べ、

図  4 ス

枚目

もユ

とえ

、バ

「ロ

して

料理

真を

にも

な写

中か

コン

るコ

」―

につ

「大

」―

真」

歴史」

い場

する。

より、

する

間上

で、

、ス

ライ

体的

真に

況に

た写

に最

の手

たタ

める

する

 

スライドショ

イドショーを

的には以下の

に付加される

において、GP

写真に対して

最適なタグを

手法に関する

タグから関連

る。ここで、

る。この手法

ョーの変化

を構成しユー

の２ステップ

るタグが地理

PS を内蔵す

て、写真の撮

を選定し、自

る詳細は第４

連性をもとに

Web を関連

法に関する詳

図 5 提案手

ザに自発的に

から構成され

空間上に登録

るデジタルカ

影時間や位置

動的にタグ付

章で述べる。

コンテンツの

付けの際の知

細は第５章で

手法の概要 

に提示する。

れる（図５）。

録されている

カメラで撮影

置情報から写

付けを行う。

。関連付けら

のふるまいを

知識として利

で述べる。

具

写

る状

影し

写真

こ

られ

を決

利用



 
 
 

 

4. 
4.1
 本

連付

ア

を行

結び

らが

一定

連性

情報

 ア

示す

を対

カ

閲覧

え

え

ザが

地

サー

を閲

受

ー

デー

い

 撮

に、

界

た

の仮

しが

受信

７）

 仮

分類

ア）

ナ

テナ

の分

リア

す

して

あ

連す

ンテ

 情

ザア

コンテンツ

1. 手法  
本研究では、

付けるために

ンテナは地理

行う。複数の

びつき、距離

がコンテンツ

定距離内であ

性も高い。ま

報管理も可能

アンテナモデ

す。撮影地点

対象とする。

メラを利用す

覧と通信が可

られる写真デ

られたタグ情

が端末に写真

の緯度経度が

ーバから写真

閲覧時、端末

け取ったタグ

タベースから

ータベースと

タグを写真の

撮影地とタグ

、仮想アンテ

の撮影地とタ

めの基準とな

仮想アンテナ

が行われる。

信状況から写

）。 

仮想アンテナ

類される。タ

）に対しタグ

は、タグアン

ナは写真撮影

分身として働

ア内では、タ

る（図８）。ア

てタグ情報が

り、また時刻

する情報は図

テナを介し写

情報を管理、

アンテナの２

ツへの自動

コンテンツ

に仮想アンテ

理空間上の一

のアンテナは

離や時間によ

ツとタグとの

あれば関連す

また、一定時

能である。 

デルに基づく

点の緯度経度

こうした写

することで簡

可能な端末、

データベース

情報データベ

真を取り込む

がサーバの写

真に ID が割

末はサーバに

グ付与サーバ

ら撮影情報と

と参照、関連

のタグとする

グ情報を空間

テナを導入す

タグ情報を仮

なるオブジェ

ナ間ではメッ

仮想アンテ

写真とタグ情

ナは、タグア

タグアンテナ

グ情報を発信

ンテナからタ

影時に撮影地

働く。設置場

タグアンテナ

アンテナは永

が配信される

刻により放送

図８のように

写真上に提示

選定するた

２つのオブジ

的なタグ割

ツに対してタ

テナモデルを

一点に存在し

は空間内の位

より関連度が

の関連性の有

するとし、距

時間だけ関連

タグ付けの

度及び撮影時

写真は、GPS 

簡単に作成可

写真の ID 

スとタグ情報

ベースから構

むと、写真の

写真データベ

割り振られる

写真の ID と

バでは ID に

と緯度経度を

連度を算出す

る。 

間的に管理し

する。仮想ア

仮想空間上に

ェクトである

ッセージとし

テナ間の距離

情報の関連度

アンテナとユ

ナは一定の距

信する。一方

タグを受信す

地に仮想的に

場所がタグア

ナの発信する

永続的に存在

る時間と配信

送内容が変化

にタグアンテ

示される。 

ために、タグ

ジェクトを定

 

割り当て  

グを自動的に

利用する。仮

、情報の送受

置関係によっ

変化する。こ

無と強弱とな

離が近いほど

性を持つよ

全体像を図

刻を有する写

内蔵のデジタ

能である。写

と緯度経度が

と緯度経度の

成される。ユ

撮影日時と撮

ースに登録さ

。ユーザが写

とクエリを出

基づいて写真

読み込み、タ

る。関連度の

関連付けるた

ンテナは、実

マッピングす

。仮想空間上

てタグの受け

やメッセージ

を決定する

ーザアンテナ

離内（有効エ

、ユーザアン

る。ユーザア

設置される写

ンテナの有効

タグ情報を受

在するが、番組

されない時間

する。写真に

ナからユーザ

アンテナ、ユ

義する。 

に関

仮想

受信

って

これ

なる。

ど関

うな

６に

写真

タル

写真

が蓄

の蓄

ユー

撮影

され、

写真

出す。

真デ

タグ

の高

ため

実世

する

上で

け渡

ジの

（図

ナに 

エリ

ンテ

アン

写真

効エ

受信

組と

間が

に関

ザア

ユー

 

・タ

ta
ここ

は経

ある

 

・ユ

ua
uid
度、

 

 こ

ず、

d ua
 

(ud

 

タグアンテナ

tid, lat, lng
こで、tid はタ

経度、 tag は
る。 

ユーザアンテ

uid, lat, lng
はユーザア

t は撮影時

これらのオブ

ユーザアン

a, ba  を式(1

( (), tataua =

ナ 

, tag, r   
タグアンテナ

配信される

テナ 

g, t, pid   
ンテナの識別

間、pid は撮

ブジェクトに

ンテナua とタ

1)のように定

)()( latualat −

図  6 タグ

図  7 仮想

ナの識別子、

タグ情報、 r

別子、 lat は
撮影者の識別

より情報の選

タグアンテナ

定義する。 

) (2 )(lngta −+

グの自動付加

想アンテナ  

lat は緯度、

r は配信半径

緯度、 lng は
別子である。

選定を行う。

ナ ta の直線距

)2)(lngua−
(

 

lng 
径で

は経

 

ま

距離

(1)
 



 
 
 

 

 ユ

複数

て、

た

ら

の放

強い

う。

 

4.2
 写

録

の

した

上

情報

置

表示

円で

 ア

切

か

 

5. 
抽

5.1
 

対象

法

ライ

起か

につ

真の

調査

 ス

グ

を調

と、

え

を行

タ

と

 

 

ユーザアンテ

数のタグアン

、すべてのユ

めにまず距離

ば d ua, ta
放送圏内とな

いタグ情報の

。 

2. プロトタイプ

写真と意味情

した写真と意

ある情報を、

た（図９）。こ

において、サ

報、タグ情報

関係から、有

示している。

で表示される

アンテナによ

なタグを、写

ら自動的に求

デジタルコ

抽出  
1. 手法  
自動的にタグ

象に、コンテ

を述べる。さ

イドショーを

関連性は、割

から決定する

ついて関連す

の持つタグの

査する。共起

スライドショ

を用いて、関

調べるために

、すべての組

る。これらの

行いヒット件

グ同士の関連

して計算する

,

テナは受信で

ンテナが発信

ユーザアンテ

離を算出し、

ta r  、ユー

なる。ユーザ

のみを受信し

プシステム 
情報の対応付

意味情報の緯

写真上に表

このプロトタ

サーバ上に記

報と位置情報

有効範囲内に

そしてタグ

る。 

よるタグ付加

写真の撮影位

求め、表示可

コンテンツ

グ付けが行わ

テンツ間の意

さらに、導出

を構成する手

割り当てられ

る。例えば、

する写真を見

の中から、We

する頻度に基

ョーの始点と

関連する写真

に、候補とな

組み合わせ x
の組み合わせ

件数を調査す

連性をシンプ

る。  

|
|P |,|P

0

できるタグ情

信する複数の

テナとの関連

タグ情報の

ーザアンテナ

ザアンテナは

し、写真に対

付けが適切で

緯度経度に基

表示するプロ

タイプでは、

記録されてい

報を参照し、

にある写真に

グ情報の有効

加の実験では

位置とタグの

可能である。

ツ間の意味的

われたデジタ

意味的な関連

出された関連

手法を述べる

れたタグ文字

A というタ

見つけるとき

eb 上で A と

基づいて関連

となる写真に

真を提示する

なる写真の全

x , x , x , x
せをクエリに

する。この結

プソン係数を

|
P |  … 2

 

報を探し出す

タグ情報に関

を調べる。そ

有効エリア内

はタグアンテ

放送圏内の最

しタグ付けを

あるとして、

づいて、関連

トタイプを作

グーグルマッ

る、写真と位

写真とタグの

のみタグ情報

エリアの境界

、写真に対し

有効エリアの

 

的な関連性

ルコンテンツ

性を導出する

性に基づいて

。 

列の Web 上の

グを含んだ写

、候補となる

共起するタグ

連度を決定す

割り振られた

。写真の関連

全タグ x , x , x
, x , x …  を

すべて Web 検

果に基づいて

を利用して式

 

す。

関し

その

内な

テナ

最も

を行

、登

連性

作成

ップ

位置

の位

報を

界は

し適

の関

性の

ツを

る手

てス

の共

写真

る写

グを

する。 

たタ

連性

x …  

を考

検索

て、

式(2)

 こ

Web

グ同

写真

 い

るす

を考

は、

ドと

写真

る必

重み

全て

しか

困難

(ne

経路

 

(1)

(2)

  

(3)

(4)

図

 

ここで、 x  は

ページ集合

同士の結びつ

真同士の関連

いま、対象と

すべての写真

考える。そう

対象となる

とし、関連を

真を表すノー

必要がある。

みとした場合

てのノードを

かし、全ての

難である。こ

arest neigh

路を決定する

 全ての枝の

ち、閾値を

 枝（タグ間

 D x , x
S

 端点から他

が最短のも

 全ての点を

図  8 タ

 9 タグ表示

はタグ文字列

である。S x
つきが強く、

連性も高いと

となる写真の

真を含むスラ

したスライ

るそれぞれの

をエッジとす

ードを巡回す

デジタルコ

合、経路の重

を含む経路を

組み合わせか

このために近

bor method)

る（図１０）。

の重み S x , x
を超えないも

間）の距離 D

S ,
 …(3) 

他の点（過去

ものを求める

をめぐり終え

タグアンテナ

示（タグアン

列を表し、P x
, x  の大きい

そのタグを意

考える。 

集合があり、

イドショーを

ドショーを構

デジタルコン

るグラフにお

る関連性の高

ンテンツ間の

みの和が最大

発見する問題

から最適解を

近似解法とし

[10]を用い、

 

x , S x , x , S
のは刈り込む

を式(3)とし

に訪れた点は

 

るまで(3)を

ナとユーザア

ンテナとユー

x  はx  を含

いものほど、

意味として持

、集合を構成

を構成するこ

構成するため

ンテンツをノ

おいて、全て

高い経路を考

の関連性を枝

大となるよう

題に還元でき

を求めるのは

して最近近傍

、以下の手順

x , x …  の

む 

して求める 

は除く）まで

を繰り返す 

アンテナ  

ザアンテナ）

含む

タ

持つ

成す

こと

めに

ノー

ての

考え

枝の

うな

きる。

は NP

傍法

順で

のう

で D

）
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6. 
 本

の興

供す

真

シ

ザ

と

今後

種類

で

に応

CM

断

られ

ス」

宰府

説や

報

今後

理空

とが

評価

 
 

2. 具体例  
４枚の写真を

る例を示す。

うなタグが割

写真は、単一

ンツの組み合

ンテンツ間の

表  1 
タグ

1 はと

2 北京

3 北京

4 北京

5 平和

6 平和

表 1 のように

連性の高い順

こでは、連続

ることができ

成できた。 

まとめ  
本論文では、

興味に合うコ

する環境を提

に特化して、

ョーを自動生

の関心を洞察

のできる自然

後、既存のス

類のデジタル

きる。具体的

応じた連続性

や映像、ニュ

して変化する

れる。例えば

」を見ている

府天満宮」が

や CM が表示

を織り交ぜた

後の予定とし

空間への自動

がある。また

価を行う予定

を対象として

それぞれの

割り当てられ

一のタグが割

合わせに対し

の関連性を決

コンテンツ間

１ タ

とバス   ロ

京   平

京   ロ

京   は

和楼   ロ

和楼   は

に求まったコ

順に結んでい

続するコンテ

き、自然な構

ユーザの明

コンテンツを

提案した。特

ユーザにと

生成する手法

察し、ユーザ

然な流れのス

スライドショ

ルコンテンツ

的には、臨機

性の高い経路

ュースや音楽

る複合コンテ

ば、ユーザが

ると、続いて

が表示され、

される。ユー

た複合コンテ

して、地図情

動的なタグの

た、大規模な

定である。 

て、スライド

の写真には、

れているとす

割り当てられ

して、シンプ

決めた。表１に

間の関連度の

タグ２ シン

ロンドン   

平和楼   

ロンドン   

はとバス   

ロンドン   

はとバス   

コンテンツ間

いった結果を

テンツ間に意

構成をもつス

明示的な操作

を状況に合わ

特に、コンテ

とって違和感

法を提案した

ザにとって連

スライドショ

ーの枠組み

ツによる情報

機応変にユー

路へと反映し

楽から写真へ

テンツを生み

が「九州国立

て昔訪れた思

「大宰府天満

ーザは社会の

テンツを楽し

情報と Web 情

の割り当て手

な写真を利用

 

ショーを構成

図１１に示す

る。それぞれ

ている。コン

ソン係数から

に結果を示す

の計算例  
ンプソン係数

0.217 
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